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き しょうちょう

へん さ

氷が溶
と

けて崩
くず

れ落
お

ちる氷河 (*1)

洪
こう

水
ずい

で水
すい

没
ぼつ

した街 (*1)

みんなで
一緒に考えよう！
いっしょ

地球環境の状況 “今と将来”を考えよう
かん きょう じょう きょう しょう らい
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　人間が活動することで地球環
かん

境
きょう

への負
ふ

担
たん

が大きくなっています。

　地球温
おん

暖
だん

化
か

（地球全体の気温が長期的に上
じょう

昇
しょう

している現象）

の原因や影
えい

響
きょう

、様々な気候の変化や、生活環
かん

境
きょう

をおびやかす

被
ひ

害
がい

が発生しています。

　地球は今どうなっているのでしょう？　そして将
しょう

来
らい

はどう

なってしまうのでしょう？

地球の気温が上
じょう

昇
しょう

しているよ！

海面が上
じょう

昇
しょう

しているよ！

　地球温
おん

暖
だん

化
か

で気温が高くなると、南極やグリーンランドをおおう

厚い氷や陸上の氷河が溶
と

け出して海に流
なが

れ込
こ

み、その結果、海水の

量が増えて海面が上
じょう

昇
しょう

しています。

　「国際的な政府間組織（IPCC)」からの報告によると、

1901 年から 2010 年の約 100 年間で海面は 19cm 上
じょう

昇
しょう

していて、このままでは、21 世紀中に

海面が最大 82cm 上
じょう

昇
しょう

すると予測しています。

　この 100 年間の気温変化の傾
けい

向
こう

を見てみると、

世界では 0.74℃の割
わり

合
あい

で上
じょう

昇
しょう

しています。

　これは、地球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えい

響
きょう

に加えて、アスファルト

やコンクリートによる熱の蓄
ちく

積
せき

や、人が活動するこ

とによって生まれる熱の増加といった “ 都市化 ” の

影
えい

響
きょう

もあります。

　海
かい

抜
ばつ

の低い島国では、潮
しお

が満ちると海水が住
じゅう

宅
たく

や道路に入
はい

り

込
こ

んでいるところもあります。その結果、作物が育たない、飲み

水が塩水になるなど生活に大きな影
えい

響
きょう

が出てきています。

　日本では、１m 海面が上
じょう

昇
しょう

すると、日本全国の砂
すな

浜
はま

の９割
わり

以

上が失われると予測されており、大阪の北西部から堺
さかい

市にかけて

の海岸線はほぼ水
すい

没
ぼつ

します。東京でも、堤
てい

防
ぼう

を高くするなどの対
たい

策
さく

をとらなければ、江東区、墨田区、江戸川区、葛飾区のほぼ全
ぜん

域
いき

が影
えい

響
きょう

を受けます。

● 21世紀中に海面が82cmも上
じょう

昇
しょう

する?!

● 東京や大阪が水
すい

没
ぼつ

する?! 



木がなくなってしまった山
さん

腹
ぷく

(*1)

干
かん

ばつにより砂
さ

漠
ばく

化した土地 (*1)

絶滅が危ぶまれている生物（事例）

ホッキョクグマ(*1) 白化したサンゴ(*1)アオウミガメ(*1)

ぜつめつ あや

はっ か
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森林が失われているよ！

砂
さ

漠
ば く

化が進んでいるよ！

絶
ぜ つ

滅
め つ

する生きものが増えているよ！

　森林は世界の陸地面積の約３割
わり

を占
し

めています。その森林が、過
か

剰
じょう

な伐
ばっ

採
さい

、高温化による森林火災などにより、毎年減少しています。

国連の報告によると、2015 年以
い

降
こう

毎年失われている森林は約 10

万 k㎡にも及
およ

んでいて、これは、東京都と同じくらいの広さの森が、

1 週間ごとに失われ続けていることを意味します。

　森林は二酸化炭素を吸
きゅう

収
しゅう

する機能を持っています。そのため、森林

が減少すると地球温
おん

暖
だん

化
か

がさらに進んでしまいます。また、多くの動

植物の保護、洪
こう

水
ずい

・土
ど

砂
しゃ

災害などの防止、木材資
し

源
げん

になっているなど、

人々の暮
く

らしに欠かせない恵
めぐ

みをもたらしてくれている森林の減少は、人々の生活を奪
うば

いかねない

深
しん

刻
こく

な問題でもあります。

　「砂
さ

漠
ばく

化」とは、もともとは植物が育っていた緑の土地が、

植物が育ちにくい土地になってしまうことを言います。　

　地球温
おん

暖
だん

化
か

による気候変動によって、干
かん

ばつ（長い間、雨が

降
ふ

らないこと）が起きることや、人間がたくさんの作物を育て、

たくさんの家
か

畜
ちく

を飼うことなどが原因となっています。砂
さ

漠
ばく

化は現在も進行していて、2015 年の国連の報告によれば世界

中で毎年 264 万ヘクタール（岩手県と秋田県を合わせたぐらいの面積）が砂
さ

漠
ばく

化していると言わ

れています。

　野生生物の「絶
ぜつ

滅
めつ

の危
き

機
き

の高い種」が急
きゅう

激
げき

に増えています。地球温
おん

暖
だん

化
か

による気候変動がその

要因となっている種は、現在 4,000 種以上 (*2) あると言われています。

　氷河や森林が減少し住むところがなくなったり、食物が採れなくなったりするなど、環
かん

境
きょう

の変化に

耐
た

えることができずに滅
ほろ

んでいく生物が増えています。

* １画像引用元：全国地球温
おん

暖
だん

化
か

防止活動推
すい

進
しん

センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）
* ２出典：世界自然保護基金（WWF）ジャパン



昔の地球 今の地球
　温

おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスは、太陽からの熱の一部を

宇
う

宙
ちゅう

へ放出し、一部を地球にとどめています。

昔の地球はガスが適度な濃
こ

さだったので、

ほどよい気温を保つことができていました。

　今の地球は温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスが濃
こ

くなったこと

で、宇
う

宙
ちゅう

に出るはずだった熱が地球にこもっ

てしまい、地球全体の気温が上がってしまっ

ています。

地球温暖化について知ろう
おん だん か
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昔の地球 今の地球

温室効果ガスが
濃くなった大気の層
こ そう

温室効果ガスが
適度な濃さの大気の層

こ そう

おん こう かしつ おん こう かしつ
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地球温
お ん

暖
だ ん

化
か

はどのようにして起きているんだろう？

　地球温
おん

暖
だん

化
か

とは、地球全体の気温が長期的に上
じょう

昇
しょう

する

現象のことです。

　“都市化”などほかの影
えい

響
きょう

もありますが、日本においても、

過去 100 年ほどの間に 1.3℃上
じょう

昇
しょう

しました。私
わたし

たちの住む

東京では 2.6℃も上
じょう

昇
しょう

しています。

　温
おん

暖
だん

化
か

が進むと、長期的な気候のパターンや平均気温、

降
こう

水
すい

量、風の方向などが変化する “ 気候変動 ” をひき起こ

し、氷河や氷雪が溶
と

け海面が上
じょう

昇
しょう

する、異
い

常
じょう

気
き

象
しょう

や自然災害の発生が増加するなど、世界中の

自然や暮
く

らしに影
えい

響
きょう

が出て、さまざまな問題をひき起こしてしまいます。

　地球は太陽からの熱を受けていて、その熱は地球にある空気や水などによって地球にたくわえら

れています。この現象を「温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

」といいます。地球温
おん

暖
だん

化
か

は、この温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

が強まることでひ

き起こされています。

　大気中には二酸化炭素（CO2）が主となる「温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス」があり、それが太陽から受けた熱を、

適度に吸
きゅう

収
しゅう

したり逃
にが

したりすることで、わたしたちが暮
く

らしやすい温度が保たれています。しかし、

人間が乗り物を動かしたり、電気をつくったりするために石油や石炭などを燃やして生活するよう

になって、大気中の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスが濃
こ

くなってしまいました。その結果、大気中の熱が宇
う

宙
ちゅう

に逃
に

げ

にくくなり、地球が暖
あたた

かくなってきているのです。

地球温
おん

暖
だん

化
か

ってなんだろう？



おん だん か

温暖化による気候変動
身のまわりの変化、影響を考えよう

えい きょう

どうなるん
だろう？
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毎日食べているお米や野菜はどうなるの？
　夏の猛

もう

暑
しょ

によって、品質の低いお米（白くにごったり、ひびが

入ってたりして、見た目が悪く、味も劣
おと

っています）ができて

しまうことが起きています。このまま温
おん

暖
だん

化
か

が進むと、品質の

悪いお米が増加することになり、また、収
しゅう

穫
かく

量も、北海道や東北

地方を除
のぞ

くその他
ほか

の地
ち

域
いき

では減少すると考えられています。

　野菜も同様で、温
おん

暖
だん

化
か

が進むことによって、野菜本来の形がくずれ、栄養価が下がるなどして

品質が低下しています。

大型台風や大雨が増えていく?!
　大型台風や、線状降

こう

水
すい

帯（次々に発生する発達した雨雲が列を

なした状態）による大雨、またゲリラ豪
ごう

雨
う

などによって、日本の

各地で大きな被
ひ

害
がい

が発生しています。これも海面水温の上
じょう

昇
しょう

に

よる地球温
おん

暖
だん

化
か

が関係しているとみられています。

　地球温
おん

暖
だん

化
か

が進むと、より勢力の強い台風の発生が増加する

と考えられています。

屋外で運動ができない?!
　近年、地球温

おん

暖
だん

化
か

や、ヒートアイランド現象（都市部に熱が

たまる現象）の影
えい

響
きょう

により、真夏日・猛
もう

暑
しょ

日が増えてきており、

それに伴
ともな

って熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

にかかる人が増加しています。

　猛
もう

暑
しょ

の影
えい

響
きょう

で、屋外でのクラブ活動や運動競技が制限されると

いったことが起きています。

魚や貝が食べられなくなる?!
　地球温

おん

暖
だん

化
か

の影
えい

響
きょう

で海水の温度が上
じょう

昇
しょう

することで、魚や貝など

の生息条件が変わってしまいます。その結果として、季節や地
ち

域
いき

で獲
と

れていた魚や貝の種類が変わってしまうことや、漁
ぎょ

獲
かく

量が

減少することも予測されています。また、養
よう

殖
しょく

することが難
むずか

しく

なる可能性もあると言われています。



き き

世界の国々が地球の危機を
乗り越えようとしています！
の こ
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　地球の危
き

機
き

は、それぞれが自分だけで活動しても解決できません。

世界の人々が同じ方向に向かって力を合わせて取り組んでいく必要があります。

持続可能な開発目標（S
エス・

D
ディー

G
・ジー

s
ズ

）

　2015 年 9 月の国連の総会において全世界共通の「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が

取り決められ、その中で「持続可能な開発目標（SDGs）」として 2030 年までの 17 の目標（ゴール）

が設定されました。

　なお、17 の目標のうち、少なくとも 13 が直接的に、残りの４も間接的に環
かん

境
きょう

に関連しています。

人が活動することによって生じる経
け い

済
ざ い

、社会、環
か ん

境
きょう

の３つの

側面の問題に世界の国々が協力して取り組んでいく成長戦略

資料：国際連合広報センター



「ゼロカーボンシティ中央区宣言」
ロゴマーク

せんげん

中
央
区
で
は
、2
0
5
0
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
中
央
区
宣
言
」

を
し
て
い
る
よ
！

は
い
し
ゅ
つ

せ
ん
げ
ん
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パリ協 定

日本の取組

　2015 年 12 月に、フランスのパリで開かれた国際会議で、地球温
おん

暖
だん

化
か

による気候変動問題に

関する国際的な “ 約束 ” が取り決められました。これを「パリ協定」といいます。

　この協定では、気候変動問題の原因となる「温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス」の排
はい

出
しゅつ

量の削
さく

減
げん

に向けて、世界の国々

が国ごとに目標を定め、その目標の達成へ向けて取り組むことを決めました。今世紀後半には、人の

活動による温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

を、吸
きゅう

収
しゅう

と等しくする（実質ゼロにする）ことを目指しています。

この “ 実質ゼロ ” となる状態を「カーボンニュートラル」や「ゼロカーボン」と呼
よ

んでいます。

　日本は 2020 年に「2050 年カーボンニュートラル」を宣
せん

言
げん

しました。これを踏
ふ

まえ、2030 年

度の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの削
さく

減
げん

目標を 2013 年度比で 46％削
さく

減
げん

すること、さらに、50％の高みへ挑
ちょう

戦
せん

を

続けていくことが示されました。また、2020 年に「地球温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

の推
すい

進
しん

に関する法
ほう

律
りつ

」が変わり、

2050 年までのカーボンニュートラルの実現が明記されました。

　東京都は 2019 年に、2050 年 CO2 排
はい

出
しゅつ

実質ゼロを宣
せん

言
げん

するとともに「ゼロエミッション東京

戦略」を策
さく

定
てい

しました。そして 2021 年には、都内の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス排
はい

出
しゅつ

量を 2030 年までに 2000 年

比で 50％削
さく

減
げん

する「カーボンハーフ」を表明しました。

先進国、発
は っ

展
て ん

途
と

上
じょう

国
こ く

の区別なく、すべての国が守るべき

気候変動問題に関する取り決めを定めた

こ
の
地ほ

球し

が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
速
さ
で
進
む
温お
ん

暖だ
ん
化か

海
の
水
が
増
え
　
多
く
の
動
植
物
が
す
み
か
を
失
い

自
然
災
害
が
猛も
う
威い

を
振ふ

る
う

わ
た
し
た
ち
は
日
々
の
く
ら
し
や
命
さ
え
も
お
び
や
か
さ
れ
る
危き

機き

に

直
面
し
て
い
る
の
で
す

残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

今
こ
そ
行
動
を
お
こ
す
と
き
で
す

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
想お
も
い

命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
慈い
つ
く

し
み

み
ど
り
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
地ほ

球し

を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排は
い

出し
ゅ
つ

量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を

中
央
区
は
今
こ
こ
に
宣せ
ん
言げ
ん
し
ま
す二

〇
二
一
年
三
月
三
十
日

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
中
央
区
宣せ
ん
言げ
ん



中央区の取組を知ろう
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計画を作った目的

『中央区環
か ん

境
きょう

行動計画2023』

望ましい環
か ん

境
きょう

像

　中央区では、ゼロカーボンの実現に向けた地球温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

をより強力に進めていくとともに、

身近な緑や、やすらぎのある暮
く

らしを守るため、「区民・事業者・中央区」が協力し、一
ひ と り

人ひとり

ができることから環
かん

境
きょう

を守る行動をしていくことを目指して環
かん

境
きょう

行動計画を作りました。

　地球温
おん

暖
だん

化
か

をはじめとする環
かん

境
きょう

面
めん

の取組は、区民の生活の質の向上や災害対
たい

策
さく

など経
けい

済
ざい

面
めん

・社会

面の課題の同時解決につなげていくことが重要です。このように、一つの課題解決の行動により、

複数の課題を解決することをコベネフィットといいます。

　この計画では、環
かん

境
きょう

面
めん

の取組を通じて、経
けい

済
ざい

面
めん

の課題の解決にも配
はい

慮
りょ

しています。

　中央区に関
かか

わるすべての人々は、清らかな水と

豊かな緑に恵
めぐ

まれ、潤
うるお

いと安らぎを感じることの

できる “ 地球環
かん

境
きょう

にやさしいまち ” を、次の世代

に引
ひ

き継
つ

いでいく役
やく

割
わり

を担
にな

っています。その役
やく

割
わり

を継
けい

続
ぞく

的
てき

に実
じっ

践
せん

するため、望ましい環
かん

境
きょう

像として

「水とみどりにかこまれ 地球にやさしく 未来に

つなぐまち ゼロカーボンシティ 中央区」を掲
かか

げ

ました。

　『環
かん

境
きょう

行動計画 2023』では中央区の地
ち

域
いき

特性を

踏
ふ

まえた、望ましい環
かん

境
きょう

像を実現するため、６つ

の基本目標を定め、区民、会社などの事業者と連
れん

携
けい

のうえ、各目標の達成に向けた取組を着実に推
すい

進
しん

していきます。

⽔とみどりにかこまれ  地球にやさしく
未来につなぐまち  ゼロカーボンシティ  中央区



基本目標2 気候変動適応社会 ～気候変動の影響を防止・軽減するまちづくり～
えいきょう

基本目標1 脱炭素社会 ～地球にやさしいまちづくり～
だつ

水防訓練

EVスタンド（区役所附
ふ

属
ぞく

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

） 江
え

戸
ど

バス

三
み

原
はら

橋
ばし

街角広場ミストシャワー
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　区内の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス排
はい

出
しゅつ

量は徐
じょ

々
じょ

に減ってきていますが、脱
だつ

炭素化をさらに早く進めていく

必要があります。「ゼロカーボンシティ中央区宣
せん

言
げん

」を踏
ふ

まえ、今後も地球温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

（緩
かん

和
わ

策
さく

*）

を続けて行っていき、脱
だつ

炭素社会を築くことで、2050 年までの二酸化炭素の排
はい

出
しゅつ

量実質ゼロ

を目指します。その実現により、脱
だつ

炭素社会を築き、持続可能な都市を作って行きます。

　再生可能エネルギーの導入や活用を進め、省エネルギー機器の利用拡
かく

大
だい

を促
うなが

し、江
え

戸
ど

バスの運行改
かい

善
ぜん

などにも取り組みます。また、区外においても森林を守る活動を行う

など、他
ほか

の地方公共団体と協力して取り組んでいきます。 

　今後、猛
もう

暑
しょ

日や集中豪
ごう

雨
う

が増えていくことが予測されています。このような気候変動

の影
えい

響
きょう

から区民や区を訪
おとず

れる人を守るとともに、集中豪
ごう

雨
う

などの自然災害に強い都市

づくりを進めることで、安全安心で健
すこ

やかに活動できる環
かん

境
きょう

と災害に強い都市を実現

していきます。

　気候変動の影
えい

響
きょう

に対応するため、自然災害に関する情報発信などや、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

や感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

を行うとともに、雨水の流出を抑
おさ

え込
こ

んだり、緑化推
すい

進
しん

などの都市づくりに取り組ん

でいきます。なお、今後力を注ぐべき取組は、長期的視
し

点
てん

に立ち、気候変動の影
えい

響
きょう

を

注意深く見て状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

することと併
あわ

せて検
けん

討
とう

していきます。

目
指
す
姿す
が
た

目
指
す
姿す
が
た

取
組
の
方
向
性

中
央
区
の
取
組
事
例

中
央
区
の
取
組
事
例

取
組
の
方
向
性

SDGsとの関連性

SDGsとの関連性

【*緩
かん

和
わ

策
さく

】地球温
おん

暖
だん

化
か

が進まないように温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスを出す量を減らす（緩
かん

和
わ

）対
たい

策
さく

のこと。

また、気候変化の影
えい

響
きょう

に備える対
たい

策
さく

を「適
てき

応
おう

策
さく

」という。 ➡ 基本目標２



基本目標３ 循環型社会 ～限りある資源を大切にするまちづくり～
じゅん かん し げん

基本目標4 自然共生社会 ～水とみどりにかこまれた豊かなまちづくり～

フリーマーケット

石
いし

川
かわ

島
じま

公園

清
せい

掃
そう

リサイクル学習

水生生物調査
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　今後も都心機能の集中や人口増加が想定され、事業活動の活発化も予測される本区で

は、区民・会社などの事業者・団体・区が協力することによって限りある資
し

源
げん

を大切に

するまちづくりを推
すい

進
しん

し、持続可能な循
じゅん

環
かん

型社会の実現を目指していきます。

　３Ｒ * に関する情報を発信し、意識や行動を変えるよう促
うなが

します。また、フードドラ

イブや食べきり協力店制度を実
じっ

施
し

し、食品ロスを減らすことでごみの発生を抑
おさ

えます。

また、リサイクル率向上とごみ減量化を図
はか

るため、燃やさないごみや粗
そ

大
だい

ごみの資
し

源
げん

化にも引き続き取り組んでいきます。

　水面・河
か

川
せん

・水路の土地利用比率が 23 区中で最も高い本区では、街路の緑や公園と

水辺空間をつなぐことで、ヒートアイランド現象を緩
かん

和
わ

し、生き物が住むことのできる

自然環
かん

境
きょう

をつくり出すことを目指します。また、魅
み

力
りょく

的
てき

な公園などの整備を進めるとと

もに、河
か

川
せん

・運河沿
ぞ

いに親水空間（水と関
かか

わることができる場所や空間）を整備し、人々

の憩
いこ

いや安らぎの場を形作っていきます。

　公園などの緑の拠
きょ

点
てん

と、河
か

川
せん

・運河の水辺空間や街
がい

路
ろ

樹
じゅ

などをつなぎ、水とみどりの

ネットワークを作ります。また、公共施
し

設
せつ

における屋上・壁
へき

面
めん

などの緑化を推
すい

進
しん

し、

民間施
し

設
せつ

において緑化が進むように取り組みます。

目
指
す
姿す
が
た

目
指
す
姿す
が
た

取
組
の
方
向
性

取
組
の
方
向
性

中
央
区
の
取
組
事
例

中
央
区
の
取
組
事
例

SDGsとの関連性

SDGsとの関連性

【*３ R 】Reduce（リデュース）：ゴミの量を減らす　　Reuse（リユース）：ゴミにしないで繰
く

り返
かえ

し使う

Recycle（リサイクル）：もう一度資
し

源
げん

として再生して使う



基本目標5 安全安心な社会 ～安心とやすらぎが実感できるまちづくり～

基本目標6 学びと行動の輪（わ） ～みんなで環境活動に取り組むまちづくり～
かんきょう

環
かん

境
きょう

学習「檜
ひの

原
はら

村
むら

自然体験ツアー」

自動車騒
そう

音
おん

調査  クリーンデー

省エネ講
こう

座
ざ
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　都内有数の事業所が集まっている本区には、通
つう

勤
きん

者
しゃ

をはじめとして区外からも多くの

人たちが訪
おとず

れています。すべての人々が、安全安心を実感しながら滞
たい

在
ざい

できるまち、

ならびに世界に誇
ほこ

る美しいまちの実現を目指します。

　安全安心で美しいまちを実現するために、騒
そう

音
おん

の発生を抑
おさ

える道路の整備を推
すい

進
しん

し、

また、大気の環
かん

境
きょう

を守るためのゼロエミッション・ビークル（ZEV*）の利用拡
かく

大
だい

などに

取り組むとともに、まちのクリーン活動を広めていきます。また、環
かん

境
きょう

調査を行い公表

することで、多くの人に結果を知ってもらうようにします。

　中央区基本構想の基本的な方向性の一つである「多様な絆
きずな

が融
ゆう

合
ごう

した『プロアクティ

ブ・コミュニティ *』の確立」に基
もと

づき、区の環
かん

境
きょう

を守り育
はぐく

んでいくために、区民・会

社などの事業者・団体・区といった多様な主体が、ともに力を合わせ協力して環
かん

境
きょう

活動

に取り組むことで、学びと行動の輪を拡
ひろ

げていきます。

　本区で暮
く

らし、活動するすべての人々が、日
ひ

頃
ごろ

から環
かん

境
きょう

問題を身近なものと捉
とら

えられる

よう、環
かん

境
きょう

情報の発信や環
かん

境
きょう

イベントなどの実
じっ

施
し

を通して環
かん

境
きょう

について学び、交流する

機会を作ります。また、省エネルギー活動や３Ｒの取組などの自主的な環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した

行動を促
うなが

すとともに、各主体がともに協力して取り組むため

の機会を作り、またその仕組みづくりを行います。

【*ZEV（ゼブ）】走行時に二酸化炭素などの排
はい

出
しゅつ

ガスを出さない電気自動車（EV）、燃料電池自動車
（FCV）、プラグインハイブリッド車（PHV）のこと。

目
指
す
姿す
が
た

目
指
す
姿す
が
た

取
組
の
方
向
性

取
組
の
方
向
性

中
央
区
の
取
組
事
例

中
央
区
の
取
組
事
例

SDGsとの関連性

SDGsとの関連性

【*プロアクティブ・コミュニティ】自ら率
そっ

先
せん

して地
ち

域
いき

における課題を解決し、快適な暮
く

らしを実現していく社会



自分ができることはなんだろう？
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　「環
かん

境
きょう

」は色々な“もの・こと”が関
かか

わり合
あ

って保たれています。まずは

自分の身の回りのできることから取り組んでみましょう。一
ひ と り

人ひとりの行動が、

やがて大きな“動き”となって、わたしたちの地球が守られていきます！

～地球にやさしいまちづくり～
□テレビやゲームは、使っていないときは電

でん

源
げん

を消しましょう。

□エアコンは適切な温度に設定しましょう。

～気候変動の影
えい

響
きょう

を防止・軽減するまちづくり～
□防災マップや避

ひ

難
なん

所
じょ

などを確
かく

認
にん

しましょう。

□熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

を防ぐため、こまめに水分を取り、外出時は帽
ぼう

子
し

をかぶりましょう。

～限りある資
し

源
げん

を大切にするまちづくり～
□ごみの出し方についてのルールを守りましょう。

□ご飯は、食べきれる量を残さずに食べましょう。

～水とみどりにかこまれた豊かなまちづくり～
□庭やベランダなどの緑化に努めましょう。

□緑化ボランティア活動に参加しましょう。

□区内の自然環
かん

境
きょう

に関心をもつとともに、生物多様性への理解を深めましょう。

～安心とやすらぎが実感できるまちづくり～
□中央区の環

かん

境
きょう

への理解を深めましょう。

□ごみのポイ捨
す

てをしないようにしましょう。

□清
せい

掃
そう

活動に参加し、環
かん

境
きょう

美化に努めましょう。

□まわりに住んでいる人たちに迷
めい

惑
わく

をかけないように、うるさい音を出さないようにしましょう。

～みんなで環
かん

境
きょう

活動に取り組むまちづくり～
□毎日の生活の中で環

かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した行動をしましょう。

□講演会や講
こう

座
ざ

などの環
かん

境
きょう

イベントに参加しましょう。

□「檜
ひの

原
はら

村
むら

自然体験ツアー」に参加しましょう。

□自然にふれあう機会を増やしましょう。

中央区環境行動計画2023　小学生版
「水とみどりにかこまれ　地球にやさしく
 未来につなぐまち　ゼロカーボンシティ　中央区」
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